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森の土の働き

化石になる花粉

森の歴史の調べ方

森の土の働き

件のいい場所に落ちたものは、化
石として長く残ります。
　木や草の種類により花粉の大き
さや形、もようがちがうので、花
粉からもとの植物がわかります。

①湿原や森の土を上から順にうす
く採取していきます。

②これに化学的な処理をして、
花粉を取り出します。

③深さごとにプレパラートをつく
り、顕

けんびきょう
微鏡で花粉を種類別に

かぞえると、その時代の森の
ようすがわかります。

　植物は大量の花粉をつくりま
す。しかし、そのほとんどは、
使われることなく地面に落ちて
しまいます。 
　花粉はくさりにくいので、条
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下の方が古く上が新しい。 棒グラフの長さは花粉の割合を示す。
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3 時代ごとの花粉の種類から
			   当時の森を想像します。

森の歴史を記録する森林土壌

このように、森のすがたは時代とともに変わってきたのです。

近現代
暖かい

2万年前
最も寒い

1万３千年前
寒い

１万年前
（氷期のおわり）

６千年前
最も暖かい

年代
気候

人の影響と植林
スギなどの植林（人工の林）
里山・アカマツ林の拡大と衰退

広葉樹林
ブナ、コナラ、カバノキ、

クルミのなかま（冷温帯の森）

針葉樹林
トウヒ、モミ、ツガ、カラマツの
なかま（亜寒帯の森）

（関東以西では暖温帯の森）

スギ

コナラ カバノキ クルミブナ

カラマツツガモミトウヒ

マツクリ

花粉からみた森のようす
こんな森だった？



応用編

森林土壌についてもっと詳しく知りたい方は…		 　    　　
　　　http://www.ffpri.affrc.go.jp/labs/soiltype/soilmuse_index.html
私たちの他の研究について知りたい方は…
　　http://www.ffpri.affrc.go.jp/research/ryoiki/
　　　　　　　　　　　　　　　　new/03for-site-envi/new03.html
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森の歴史を調べる
　　ここで紹介したような、地面に落ちた花粉
から過去の森の移り変わりを調べる方法を「花
粉分析」といいます。木や葉などの化石からも、
森の歴史を知ることができます。しかし、木
や葉の化石はそんなに多くは見つかりません。
それにくらべて、花粉は大量に飛び散るので、
いろんな場所にたくさん残っています。

　　小さくて目には見えませんが、化学的な処
理をすれば、顕微鏡でわりあい簡単に昔の花
粉を見つけることができます。花粉分析では、
花粉の化石をとおして森の歴史を見ていると
いえます。

花粉のカラが残される
　　花粉はいろんなところに残っていると書きま
したが、じつはそうした花粉の中身は分解さ
れて、タネをつくることはできません。

　　花粉は、外壁とよばれる部分が分解されに
くいので、いわば花粉の “ カラ ” が化石として
残されているのです。タネをつくるという本

来の役目をはたせずに地面に落ちた花粉も、
森の歴史を知る手がかりとして、役にたって
いるのです。

どんな場所で調べたらいいか
　　どこの土からもたいてい花粉は見つかりま
すが、花粉から森の歴史を調べるには、そこ
の土が動くことなく年々少しずつ上にたまっ
ているような場所でないとできません。花粉
分析には平坦で湿った場所の土がよく使われ
ます。とくに、泥

でいたん

炭と呼ばれる有機質の土が
たまっている湿

しつげん

原でよく調べられています。
　　山の斜面のようなところでは、上の方から土
が流れ込んできたり表面が削られたりして土
がまじっているので、たとえ花粉がたくさん
含まれていても、それがどの時代のものか
わかりません。また、花粉が分解しにくいと
はいえ、適度な水分と酸素がある環境では比
較的早く分解してしまいます。このため、保
存状態のよい花粉を見るなら、水はけが悪い
ようなところの土が適しています。


